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はじめに

｢大和国高取領風俗問状答｣によれば､近世

期大和国平群郡東安堵村の鎮守は牛頭天王を配

り､毎年正月元旦から3日まで､神前で筆火を

焚き､松明を振って巨且大王を疫神の代表とし

て疫神追伏の祭儀を行なっていた事が見える1｡

日本でも邪悪な存在を調伏する儀礼が行なわれ

ていた事がわかる｡

現在伝承されている牛頭天王に関わる神事芸

能を見ると､荒ぶる疫神 として牛頭天王 ･天刑

星 ･スサノウが一体化 している2のだが､巨大

な力を持つ神霊を招き､慰安して､守護霊に変

え､その威力で荒ぶる神霊を封 じようとした事

が伺える3｡

岩田勝は 『神楽源流考』 において神事芸能

の一形態 として挙げる4が､宗教者は祭文や祝

詞を涌む事によって祭儀の場に神仏や精霊を顕

現させて舞わせるが､祭文を詣む事で､悪霊を

鎮め､強制する事が出来るとしている5｡

この祭文には牛頭天王をはじめとして荒ぶる

神々の名が並べられる｡中でも五龍王祭文や土

公祭文等といわれる祭文には､中国の創世神話

に登場する盤古に関連する神名が見え､荒ぶる

神々と関連づけられて述べられている｡すでに

岩田勝が文献資料や中国地方各地の祭文や高知

のいざなぎ流の祭文､奥三河花祭 りの祭文等に

ついて丹念に収集分析を行なっている6｡ この

足跡を追いつつその他の資料も加えて盤古の名

が見える例を以下に整理し､更に本稿では中国

から流入 した盤古が日本においてなぜ荒ぶる神

と関係 した立場に置かれているのかについて考

察を進めたい｡

第 1章 神事芸能を中心とする盤古の足跡

以下に神事芸能資料の事例を挙げる｡

Ⅰ. 筑前玄清法流盲僧琵琶史料の ｢天地開聞

地神大陀羅尼経｣には､飢呉大王と国常立

尊と一体化 した大日如来が誓願を発 して天

地開聞を成就 したとある7｡

玄清流との関係については定かではない

が､対馬において1980年代まで活動 してい

た盲僧の扇徳進の荒神破いに唱えられる祭

文 『荒神経』に王子の樺が含まれる8｡天

竺のバンゴ大王に5人の王子があったが､

一郎東方春､二郎南方夏､三郎西方秋､四

郎北方冬と四方四季を所務分けするが､五

郎には分配せず争いになった末､五郎は中

央と土用を支配する事で鎮められるという

ものである｡

Ⅱ. 広島県山県郡壬生井上家蔵天文一三年

(1544年)｢山伏史料｣9 は､五龍王 ･十二

月将 ･陰陽道 ･密教の神々を勧請し､その

霊威によって悪霊を鎮め､災難を破って貰

う事を意図して誼まれると岩田勝が解説す

る｡イ米牛王は日月大地を作 り､左の眼を

目とし､右の眼を月とし､東方七里､南方

七里､西方七里､北方七里を作り､自分の

身体から種々な物を作ったとある｡

Ⅲ. 広島県廿 日市市宮内山田家蔵文明九年

(1477年)の ｢五龍王祭文｣は､後世の土

公祭文の原型 とされる10｡盤古大王の太郎

東方青龍王､二郎南方赤龍王､三郎西方白
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龍王､四郎北方黒龍王､五郎中央黄龍王､

の5人の王子が所務争いをする｡大王の没

後に生まれた五郎の王子には所務がなかっ

たからである｡文撰博士が仲介に入 り､王

子達の血の色が青赤白黒黄であるので大王

の子として間違いないとし､それぞれ､王

子達に四季と日月の所務分けを行なう｡

Ⅳ. 広島県山県郡壬生井上家蔵延宝七年

(1679年)｢大土公神祭文｣11 には､盤言大

王が大海を7日7夜捜 して秋津嶋に渡 り､

5人の妻､東方に青帝青女､南方に赤帝赤

女､西方に白帝白女､北方に黒帝黒女､中

央に黄帝貴女をもち､それぞれ10人 (十干)

12人 (十二支)12人 (十二客)9人 (九図)

45人 (四十五禁忌 日)の御子をもうけたと

ある｡盤言大王は七千万歳の8月 1日に死

んだが､死後生まれた五郎の王子と上の4

人の王子とが争った後､所務分けを行な う

とある｡

Ⅴ. 愛知県豊根村古真立の鈴木家蔵の ｢大土

公神之祭文｣12には､ぽんごん王とその子

太郎木神は東方甲乙､二郎火神は南方丙丁､

三郎金神は西方庚辛､四郎水神は北方壬発

の国を譲られ､ぽんごんの死後生まれた五

郎の姫と争いとなるが､もんぜん博士の仲

立ちにより一年の棲み分けをするとある｡

Ⅵ. 愛知県振草村中設楽岡田家蔵の元禄一三

年 (1653年)｢大土公神祭文｣13 には､番古

大王が見え､まず4人の子が生まれ､番古

大王は八万四千余歳で死に､左の目が目に

右の目が月となり､その後 5番 目の姫が生

まれ､上の4人と争い､文ぜんの仲立ちで

1年の棲み分けをする｡

この祭文はV例と同様､神楽において行

なわれた土公神祭の中で涌まれ､平行 して

鎮めの反間が行なわれたと岩田勝は解説 し

ている14｡また岩田は5人の王子に形象化

された土公は､配らなければ崇 りをする地

霊であり､司霊者が富商む祭文ではや し舞わ

されて､鎮送されるが､態よく守護霊化さ

れる霊格であると述べる15｡
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また花祭 りの反間には､五足 ･七足 ･九

足の足踏があり､｢盤古 ･大王 ･乾良 ･地

神 ･王｣の五足､｢青 ･黄 ･赤 ･白 ･黒 ･

盤古 ･大王｣の七足､｢臨 ･兵 ･闘 ･者 ･

皆 ･陣 ･列 ･在 ･前｣の九足とされ､盤古

が見える16｡山本ひろ子によれば､反間は､

｢土公神から土地を譲 り受けるに際し､マ

ジカル ･ステップで地霊を踏み鎮める一方､

土公神経を読涌することでその威力と加護

を仰ぎ､祭場での行事の着ない成就を祈念

する儀礼と考えられる｡｣17 とする｡

Ⅶ. 広島県甲奴郡上下村八幡社司の弘化二年

(1845年)の書の ｢土公神祭文｣18 は､弓神

楽の中で詞まれていたとされる｡伴五大王

が現われ､王子4人､姫宮4人が生まれ王子

4人に四方四天を譲って幡を与える｡伴五

大王は250歳で死に､死後 5番 目の王子が

生まれる｡ 5番目の王子と上の4人の王子

とは所務争いをし､文撰博士の仲立ちで､

所務分けをする｡

基本的に内容を一にし､地霊の土公を祭

り上げ､送 り鎮める同系統の祭文の例は､

比婆郡西城町大佐御崎家蔵 ｢五行霊土公神

旧記｣､甲奴郡上下町上下小川家蔵 ｢土公

神延喜祭文破 ｣等が伝承されている19｡

Ⅷ. 備後は荒神神楽においても､大王立ちと

称して､盤古大王が太鼓の上に座 して長々

と祭文を涌む場面があると牛尾が紹介 して

いる20｡備後を中心に､｢王子舞｣｢王子神

楽｣｢五神納め｣｢五行祭｣｢五行舞｣｢幡分

け｣などと称され､盤古大王 (磐古大王)

が登場する｡天地開聞から始め盤古が生ま

れ､250歳で死を迎えるにあた り､一郎 ･

二郎 ･三郎 ･四郎の4人の王子に東西南北

の四方四天､四季等を分ける｡胎内の5番

目の王子に形見を残 し､天に昇 り日の若宮

に鎮まる｡生まれた五郎は兄王子達と所務

争いをするが､門尋博士 (文撰博士)が仲

介者 となり所務の分配がされる21｡田中重

雄により､竃の神の土公神を舵るための土

公祭文を神楽に編成 したとする五行祭 (王



子)に行なわれる､盤古大王の入念な語 り

の様子が報告されている22｡備後､比婆郡

東城町戸字の朽木家蔵の ｢神道祭文｣23は､

奥書から元禄八年 (1695年)正月吉日に朽

木薩守秀治が書写 したもので､｢謹請東方

青帝龍王木神王木姓旦那守給◇謹話南方赤

帝龍王火神王火姓旦那守給◇謹話西方白帝

龍王金神王金姓旦那守給◇謹話北方黒帝龍

王水神王水姓旦那守給◇謹話中央黄帝龍王

土神王土姓旦那守給 (◇は空白｡以下同様｡)

｣と､東南西北中央の五竜王を呼び出す章

句から始まる｡｢抑土公之御本地ヲ申セハ

◇昔ノハジメノ王ハ欽明天王◇其末ヲハ延

明天王◇其末ヲハ延セイ王◇其末ヲハシヽ

キヤウ王◇其末ヲハ番語大王 卜奉申◇抑天

門開ケ地門定 リ◇不時天適地通五妹五龍王
3iiliIE

◇天照太神◇文撰博士ハ天地ノ主ナ リ｣天

地開聞の番語大王が見え､その後に五龍王

の所務分けと続く｡この祭文を長大化 し文

芸化の跡が著 しいとされる24朽木家蔵 ｢土

公祭文｣25 がある｡筋は､磐古大王が后の

宮と結ばれ､4人の王子4人の姫宮をもう

ける｡王子 4人に四方四天を譲 り250歳で

伏す｡｢左の御 目を日にげんじ右の御 目を

月とげんじ◇十二のあばら骨をば十二の月

の頭とげんじ◇三十二そふのはぐきの本を

ばゑとしかんとげんじ◇三百六拾六のつぎ

ふしをば三百六拾 日の目数とげんじ｣とあ

り､磐古大王の死後左 目が目に右 目が月に

なる他あばら骨､歯茎､節が12ケ月十干十

二支 日になったとする｡死後 5人目の王子

が生まれ､兄達と所務争いをし､文選博士

の仲介で5人それぞれ所務分けが成るとい

う内容である｡

Ⅸ . 対島の法者頭であった蔵瀬家蔵 『願物語』
と 『星物語』は死者供養で唱えられたとさ

れる26｡盤古大王は目連尊者の父とされ､

目連尊者は父の死後生まれる｡母は上林后

で､大変な蕃書家で､蔵に海山川の産物等

を蓄えるが､神仏に供養をしない｡盤古大

王が上林后の所行を改めさせようとするが

応 じない｡つわりの為悪食を行なう｡ 目連

尊者が産まれると､捨ててしまうが､目連

尊者は拾われ､仏の弟子となる｡母が地獄

に堕ち､救お うとし星を巡る｡外来の盤古

と目連尊者が親子として結びつけられ､霊

を鎮める場に唱えられる祭文に登場する｡

Ⅹ. 高知県物部村いざなぎ流で詣まれる ｢大

土公祭文｣27には､ 日本が滅びたと報告さ

れ､西天竺の父ぽんごん大王様は自ら様子

を見に来るとある｡島を作 り､山を作 り､

日月の将軍を岩戸から引き出し､昼夜の別

を付け､四節の区別を付け､太郎､二郎､

三郎､四郎の王子に割 り当て､ 2月と8月

の彼岸を二人の姫に受け持たせたとある｡

父ぽんごん大王様は､581歳の時に死に､

その後五郎は4人の兄と所務分けを争 う｡

高野上人おじじょもんが争いを鎮め､五郎

にも割 り当てをするとある｡

｢土公祭文｣には荒神の出生について､

番権大王の太郎王子は東方春荒神､二郎王

子は南方夏荒神､三郎王子は西方秋荒神､

四郎王子は北方冬荒神､五郎王子は大荒者

なれば大地を枕に天を踏まえ土用を領 して

鎮まるとあるとする28｡

第2章 その他の文献に見える盤古

文献に見出せる盤古の記述を見てみる｡

I. 天台宗妙法院所蔵神像絵巻一巻 (観応元

年1350年)に盤古王､五帝龍王､牛頭天王

等の神像図がある29｡盤古王は木の字 と払

子を持ち､青帝が剣と索､赤帝が筆と巻物､

白帝が長柄の三叉戟､黒帝が長短両柄の三

叉戟､黄帝が長柄の三叉戟と剣を持ち､そ

れぞれ武神の出で立ちをしている｡｢書云｣

として ｢盤古の時､天地混沌として清濁分

かれず､死後始めて開聞あり･-中略-左眼

は日となり､右眼は月となり-｣とあり､

盤古による天地開聞と死体化生が述べられ

ている｡

盤古王と五帝龍王の説明には､盤古王は
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五人の妻をもち､各々青赤白黒黄の五帝龍

王を生ませたとある｡

Ⅲ. 吉田兼倶 (1435-1511)は､『日本書紀神

代抄』日本書紀巻第一 神代上 天下経普
(鴨)

段に ｢一書日素養烏専日韓郷一中略一三五
(盤)

暦記磐古大皇以毛髪烏草木云亡､盤古印素

糞鳴也､30｣とし､盤古大皇の毛髪が草木に

なり､スサノオは盤古であると解説してい

る｡

吉田兼倶は､儒教 ･仏教 ･道教などに精

通し吉田神道の教理 ･教学を打ち立てた人

物である31｡吉田兼倶が論の根拠 とす る

『三五歴記』だが､唐代の 『芸分類衆』に

三国時代の徐整の 『三五歴記』が引かれて

いる｡

天地が揮滝として鶏の卵のようであっ

たときに､盤古はそのなかに生まれた｡

一万八千年たって､天と地が分かれ､

軽くて透き通っているものがゆっくり

登っていって天になり､重くて濁って

いるものがゆっくり沈んでいって地に

なった｡盤古の体はそのなかで一目に

九回も大きな変化が生じ､天や地より

も神聖になった｡天は一口に一丈ずつ

高くなり､地は一目に一文ずつ厚くな

り､盤古も一目に一丈ずつ背が高くな

り､こうして二万八千年たった｡天は

ますます高くなり､地はますます厚く

なり､盤古はますます大きくなった｡

その後､三皇が現れた｡数は-から始

まり､三で立ち､五で定まり､七で盛

んになり､九に止まる､それゆえ天は

地から九万里離れた32｡

とある｡ここからはなぜ吉田兼倶が盤古を

スサノオとしたかは不明である｡また盤古

の毛髪が草木になったという記載は､明代

の董斯張 『広博物志』に引く 『五運歴年記』

に見える｡『三五歴記』は多くの版本が存

在していると考えられているので､吉田兼
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倶の入手したものには､盤古の毛髪が草木

になったという内容やスサノオと比例出来

る事柄が含まれていたのかもしれない｡い

ずれにせよ､室町期にはすでにスサノオは

盤古と習合して考えられたのである｡

さらに吉田兼倶の 『中臣枝抄』の第一神

孫降臨章の ｢荒振神達｣の頭注に ｢荒振者､

素糞､大己貴､幸代主等類也｡則荒神､是

也｡｣33とある事から､スサノオは荒ぶる神

とされており､盤古もまた荒ぶる激しい崇

りやすい神と考えられていたと想像できる｡

外来の神は恐ろしい神とされる傾向にある

といえる｡

脇田修が紹介するように34室町中期に作

られ､寛永一二年 (1635年)に刊行された

とされる桂林徳昌の 『燈前夜話』に ｢盤古

皇ハ吾朝ノ索糞烏尊也､天竺祇園精舎ノ鎮

守- 日本ノ祇園是也｣とある35｡盤古は牛

頭天王と素豊嶋命と習合しており､すでに

通説とされている｡

河原巻物の例を二例挙げるが､｢河原由

来書｣は､大宝元年 (701年)と紀年され

るが､これにも判護天王が登場する｡天竺

昆舎利国の王子として判護天王の子縁太羅

王子が生まれ､それが河原の先祖とされる｡

判護天王は牛頭天王と習合し､素量鳴命と

も同一視される神であると脇田修は論じて

いる36｡脇田によれば､中世説話の世界で

は､異国から威力のある神が渡来する事は

不思議ではなく､縁太羅王子が先祖である

のはこの系列に属しているという｡また異

国の貴種を先祖とした点が ｢河原由来書｣

の第一の特色とする37｡｢長吏系樽巻｣には

元暦元年 (1184年)と紀年があるが､やは

り長更の由来は判護大王とされる38｡

鎌倉末から南北朝に陰陽道の影響下に成

立したとされる 『三国相伝陰陽轄轄蓋基内

伝金烏玉兎集』 (『続群書類従』第三一輯

上39所収)では､盤古は盤牛王とされ天地

開閉神話と死体化生神の盤古の性格は引き

継がれている｡その上で大変天王､堅牢地



神､大日如来と結び付け称され､五官を構

えそれぞれ采女に五帝龍を生ませたとされ

ている｡この 『塞基内伝』にある盤古とそ

の子の五大龍王の物語は､鎌倉後期の 『塵

滴問答』や南北朝期の 『神道雑々集』とい

う中世の雑書や神道書にも見られる40｡

Ⅵ. さらに西田長男が牛頭天王縁起を整理し

ているが41その中に天明四年 (1784年)の

神宮文庫本の ｢牛頭天王縁起｣が収められ

ており､病気平癒祈願の為祭文として奉唱

されたものとされる｡牛頭天王について

｢牛頭天王奉申｡又金剛自在天申｡或申武

答天三 (王力)神｡仇為盤古大王彦｡為黄

帝竜王孫御坐｡故御母申倉女｡父奉申東王

父天也｡故大将軍兄御坐也｡｣とあり盤古

の彦孫､黄帝竜王の孫という事である｡江

戸後期にははっきりとした関係づけがなさ

れている｡

第3章 荒ぶる神々を読み解く

第 1項 神事芸能からの位置づけ

列挙した事例において､土公神､荒神､五龍､

牛頭天王と､荒ぶる神が盤古と関係づけられて

居並んでいる｡神楽に関係 した荒ぶる神の位置

づけについて､岩田勝は仮面異装で現われる神

舞)､悪霊強制型 (Ⅲ型一祝詞の舞もしくは祭

文の舞､Ⅲ型一使霊の舞)としている42｡ Ⅰ型

の託宣の舞には､信三遠の翁､花祭 りの榊鬼､

冬祭りの天公鬼､九州の荒神､中国山地の荒平､

東北の山の神､奥三河の折居の遊びをあげてい

る｡悪霊強制型のⅡ型祝詞の舞は､祭文を読む

事が悪霊強制になるとし､祭文を舞う形態を取

る｡現行の土公祭文を舞に仕組んだ王子舞はこ

れにあたる｡呪者が地霊を舞踊らせ鎮める｡Ⅲ

型の使霊の舞は､Ⅲ型から分化 したもので､

｢呪者が威霊の影向きを仰ぎ､その威霊が悪霊

や死霊を舞い踊 らせて鎮送懐却する構成をと

る43｣とする｡

この神楽能の三類型を鈴木正崇は表にし､わ

かりやすく示した上､この類型を神霊 ･死霊 ･

悪霊の出現との対応で分析 している44｡託宣の

舞は神霊を対象とし､祝詞の舞は死霊や悪霊を

対象とし､使霊の舞は ｢神霊や使役霊と一体化

した法者が ｢神のつかわしめの法者｣となり､

その威霊によって､死霊や悪霊が身体を顕され

て浄化､壊却され､悪祈商の芸能化の様相が顕

著になる｡｣45とする｡ さらに荒神信仰の社会的

文化的背景について分析を行ない､1.アラカ

ミとしての荒神は､畏怖される土地神や地霊で

ある｡2.荒神 と土地の結びつきが粋として長

く継続 した｡3.荒神信仰が鉄との関わりを持

つ｡4.焼畑と関連 し､供儀として牛が見える｡

5.荒神には作神信仰が強く､特に畑作の麦の

収穫を感謝する｡6.社会関係の違いが荒神の

性格に差異を生むと複合的に考察する｡

岩田勝は､中国山地の荒神神楽を分析し､荒

神の二面性を指摘 し､｢他界から訪れて託宣を

もたらす荒神の守護霊としての面と､現世に崇

りをしないように他界-鎮送､壊却されるべき

悪霊 ･死霊の崇り霊としての面とが､一つの祭

儀の中に二様に現出する構造を取っているので

ある｡｣46とする ｡

鈴木正崇は､銀鏡神楽の荒神について､｢荒

神は統制が効きにくい漠然たる自然の力の形象

化で､憤怒の形相で問答によって鎮圧される｡

外部性の力が強まるのである｡｣とする47｡

物部村のいざなぎ流で行なわれる荒神鎮めの

祭儀からも､荒神は鎮められる対象とされてい

る事がわかる48｡

宮家準は修験道における荒神祭紀について論

じているが49､｢荒神の修法は､飢餓神で障碍を

もたらす荒神夜叉にまず食物を与え､邪魔をし

ないようにした上で (除魔)､不動法に準じて

不動明王を招き (交歓)､修法者がこれと一体

となって (同化)､過去､現在の障碍のもとに

なっている荒神を蔽い､福神としての未来荒神

を招いて祈願を込め供養する (獲得)というメ

カニズムから成っていると考えられる｡｣とす

る｡また､｢荒神は神道的脚色では､荒ぶる神
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素量鳴尊と結びつけられ歳神の子とされた｡地

方陰陽道の崇拝対象の中心である北辰や､密教

における中心的崇拝対象金剛界大日如来及び降

魔の働きを示す不動明王と習合させる試みも見

られた｡このように荒神は､修験道の教義の上

では諸宗教における中心的な荒々しい崇拝対象

と結びつけられているのである｡要約すれば､

荒神はその基調において荒魂あるいは荒ぶる神

というように､激 しい崇 りやすい霊魂または神

を指していると考えることが出来るのである｡｣

とし､修験者は､｢庶民達の日常生活の不幸を

全て荒ぶる神のせいとして､自分たちが荒神を

示巳ることによってこれらの害が予防し得ると説

いたと推定される｣さらに､｢病気や不幸を荒

神が悪依したせいにして､自分たちがこれを落

としたり逐い破ったりすることによって不幸を

除去することが出来ると説きさえした｡｣ とす

る｡

牛尾三千夫は､荒神について､｢一家の祖先

を配ったのが最初の形態｣とする50｡祭 りでは

祖霊の神がかりの ｢荒神遊び｣と祖霊本山荒神

に加入を許された新霊達の神がかりである ｢荒

神の舞納め｣が行なわれ､東西の柱に引き延べ

られる龍蛇は新霊の象徴と考えている51｡

鈴木正崇は荒神神楽について優れた論述を行

なっている520｢荒神は一族の祖霊､土公神は家

の祖霊とのつながりを持つとい う想定もあなが

ち否定できない｣とする｡荒神神楽の王子舞は

土公祭文を演劇的に仕組んだものであり､土公

祭文の内容から社会関係及文化秩序に関して分

析を進めている｡

岩田勝は､土公祭文について､その原型と見

る中世の 『五龍王祭文』 (廿 日市市山田家蔵)

を分析 し､文撰博士が事実上の主役で呪者であ

り､龍は崇る地霊として紀られるよりも体よく

鎮められるべき性格が強かったが､5人の王子

として人体をとるに至って次第に守護霊に変身

させられ､これと相応 して土公は土公神に変化

したと考えている53｡

岩田勝は､平安に祈雨の為五龍祭が行なわれ､

茅草で龍形が作られ､地中の島の龍穴に埋めら
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れたが､これは五龍王を地下の通路の龍穴から

鎮送 したのであり､基型としての五龍王の姿で

あると分析 している54｡五龍王は､｢五龍王にな

りきった盛者たちが五方に祭文を舞 うようにな

ると五龍王の人体化は､いきおい王子五人の姿

に見えはじめたはずで､王子五人が舞い踊るの

を氏人たちは大いに激 しかれと真剣に期待 した

はずである｡崇 りをする地霊であるがゆえに､

はたものとして擾却するのではなくて､呪言や

印呪で駆使することによって舞い踊らせ､それ

によって鎮め､秩序の回復を期待 したのであっ

た｡｣とし神事芸能化を説明する55｡

岩田勝は､いつ顕現するかわからない霊威は､

地中から地上に湧出るとされ､これが地霊の類

であり､荒神であり､五龍王､地神､土公､堅

牢地神､三宝荒神､竜神等様々な顕われ方をし､

いずれも蛇形を取ると説明をする56｡ この地霊

の配り鎮めの様々な様態は､呪者の呪的な力に

よる崇 り霊の悪霊-の強制であったとする57｡

神事芸能において､祭紀を主とする性格から､

外から来る疫病等に対する場合には､外来の荒々

しい神々を利用するのが一番効果があると考え

られ､荒ぶる神々に対して唱える祭文に盤古を

はじめとする中国起源の神々を加え､姻戚関係

にあるとしたのではないかと推測する｡

第2項 外来の神々の役割

三隅治雄は､鎮魂祭について論 じた中で､園

韓神社の祭神は地主神で､｢もともと朝鮮半島

から渡来した帰化人秦氏の奉戴 した外来神で､

日本人の感覚からすれば遠来の常世神である｡

こうした遠い異郷からはるばる渡来してくる神

は､神威も絶大だと信 じられたから､天皇の鎮

魂にこの地主神の参加は何より必要だったわけ

であろう｡｣58としている.外来の神は威力が大

であり､威力が大な神は外来から来たのだと考

えられるようだ｡

今堀太逸も ｢疫病と神砥信仰の展開｣59で ｢日

本において疫病などの予防と対策としては､こ

のような異国の神々 (鐘櫨 ･天刑星)に祈願す



る他はないと考えられていたのではないだろう

か｣としている｡ 日本に入ってくる未知の疫病

に対応する為に渡来系氏族の伝承を取 り入れ､

荒々しい神々の力を味方に付け利用しようとし

たのではないだろうか｡

『延書式』巻8 ｢祝詞｣には､呪術的詞章の

ヨゴト (寿詞)と祈祷の詞章のノリト (祝詞)

が掲げられている60｡土橋寛によれば祝詞 (ノ

リト)は精霊を対象とする霊鬼呪術から発達し､

精霊 (神)に対する強制的な呪言だとする｡そ

の例 として ｢遷却崇神｣(崇神をうつ しやる)

の祝詞をあげて内容を説明している｡

｢遷却崇神｣の祝詞については､青木紀元

『祝詞全評釈一延書式祝詞中臣寿詞』61 に翻刻

され評釈されている｡解説によれば､｢遷却崇

神｣は臨時祭の祝詞で､四時に祭 りを行ない災

いをなすものが都-入らないように未然に防止

を計るのだが､この場合は､一旦入ってしまっ

た人に崇 りをなし災いをもたらす崇神をその時

に臨んで､何とか都から出ていって貰お うとす

るものだとされる｡疫病､地震､火災､落雷等

の災禍や異変等は崇 りと考えられ､｢崇 りのも

とをなす神は恐ろしく､下手に手向かいできな

いので､上手になだめすかして､都から遠く離

れた山野-遷 し遣ってしまお うと計っている｡｣

とする62｡

｢遷却崇神｣祝詞の内容は､まず神話が述べ

られ､天つ神の神謀 りから天孫降臨に至る過程

があり､ここまでの詞章は大破を受けていると

される｡さらにこの安国平らかに治められてい

る国にやって来た皇神等 (崇り神達)に対して､

種々な奉納の品を並べ立て､受納 した上猛々し

い振る舞いをせず､山川の広く清らかな遠いと

ころに移って静まるようにお配りすると説明を

する｡供物によって満足して頂き､戦いを避け

自分たちのテリトリーから退却 して貰お うと､

実に平和的な方法で崇神をや り過ごそうとして

いる｡崇神に対して強制的な呪言というよりも､

奉った呪言といえる｡ただ神話を語る部分は､

国の成 り立ちや秩序のもとを示す意味で､崇 り

神に知らしめす意味があると思われる｡

第3項 龍王の流入

平安期､土公の四時の所在を犯せば､陰陽師

によって土公祭が行なわれ､密教の修法にも鎮

土法 ･地鎮法があった63｡

また中世には荒神は一切の障碍をなし､貧窮 ･

飢渇をあらしめる存在なので､これを示巳り鎮め

ることで､荒神の三毒を転じて三宝となすとさ

れ､三宝荒神の理解がされていた64｡

岡田荘司も平安末期頃成立していた陰陽道祭

紀八八をまとめ､土公祭､大将軍祭､大荒神祭､

大土公祭､五龍祭､三宝荒神祭等を挙げてい

る65｡中でも五穀を祈願する祈雨の国家祭租と

して五龍祭が行なわれている事と､鎮めの祭 り

として大将軍祭､土公祭が行なわれている点が

注 目される｡陰陽道祭紀儀礼は級と鎮めを中心

とし､神道儀礼は祭 りと顧戒と斎みを三要素と

するとする｡

村山修一によって､陰陽道の祭 りで読まれる

祭文の都状の影印が紹介され､その翻刻も試み

られているが66､その内若杉家蔵史料 『足利義

満三万六千神祭都状』は明徳四年 (1393年) 6

月 8日の祭文とされ､多くの神々が招碑されて

いる中､東海南海西海北海中海の龍王の名を見

る事が出来る｡また東方青龍王､南方赤龍王､

西方白龍王､北方黒龍王､中央黄龍王がそれぞ

れ36,000の春属を引き連れているとされている｡

奥野義雄は､現行の祭紀で読み上げられる祭

文を紹介 しているが67､奈良県田原本町の結鎮

祭の祭文は､｢謹話東方青鉢竜王､謹話南方赤
I-･L

鉢竜王､謹話西方城鉢竜王､謹請北方黒鉢竜王､

謹話中央黄鉢竜王｣とあり､桜井市鹿路の綱掛

祭の祭文には､｢謹話東方青帝竜王､謹請南方

赤帝竜王､謹話西方白帝竜王､謹話北方黒帝竜

王､謹請中央黄帝竜王◇各々皆来入就坐謹牛頭

天王神婆利妻女八大王子等諸寄族八万四千五十

四神等謹話蘇民将来｣の詞章がある｡桜井市の

綱掛祭では､弓射ち神事が蛇形の綱に向かって

行なわれるという｡この事例からは､鎮めの祭

りに五龍王が呼び出されている点で興味深い｡
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『蓋基内伝』の影響か､祭文中には牛頭天王の

名も見え､また中国地方神楽でもおなじみの蛇

体も祭儀に現われてくる｡

龍王は中国からもたらされたと考えられるが､

中国において龍王に関係する儀礼が中心的位置

を占めるとされる68､道教経典の 『洞淵神呪経』

をとりあげる｡20巻本の内巻 1から巻10までの

前半10巻は､5世紀に成立し､巻11から巻20ま

での後半10巻は､六朝末期ないし随唐以降に増

補され､悪鬼退散の経典 と考えられている69｡

中でも龍王の祭租に関しては巻13､17､18に見

える｡この儀礼の中で読言南される ｢太上洞淵召

諸天龍微妙上品｣(巻13)は ｢東方青帝青龍王､

南方赤帝赤龍王､西方白帝白龍王､北方黒帝黒

龍王､中央黄帝黄龍王｣からはじまり､数々の

龍王の名を連ねる70｡同様に ｢召諸天神龍安鎮

墓宅晶｣(巻17)にも種々な名の龍王が見える｡

この経典を用いた祭儀は､家や穀倉の守護､請

雨､悪鬼を硬い清める為に行なわれる｡

山田利明によれば､経典の読詞を専ら実践 し

た集団があったとされる71｡こうした中国の経

典や信仰する人々の影響が日本の五龍祭文にも

及んでいると考えられる｡

龍王はいつの間にか､盤古と関係づけられ､

その子供と解釈されるようになり､外来起源の

神々が日本に定着 していったのである｡

日中の蔽い清めの儀礼と読詣される詞章の例

からは､荒ぶる神々を祭 りの場に呼び出し､供

物でもてなし､味方に付け､その荒ぶる力をプ

ラスに利用 して､邪悪なものが祭 りの場に侵入

しないようにまた邪悪なものを退治して貰い安

寧が得られるようにと目論まれている事が伺え

る｡見えない邪悪なものに対応できるのは､強

いパワーを有する不安定な鬼神であり､毒は毒

を以て制すると考えたのであろう｡配り方次第

ではプラスにもマイナスにも変わるような鬼神

ともうまくつき合って､自分に利するようにし

ようと務めるのである｡人々は自分の意図によっ

て都合良く適切な神を選んで祭 りの場に呼び出

しているのではないかと考えられる｡祭 りは神

のための祭 りでありながら実は人々が主体であ
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り､人々と神 との関係を確かめる場であるとい

える｡ここに東アジア的神 とのつきあい方が伺

える｡
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